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飼育に関する諸間超 第33招 浅野呂司･長沢純夫 (イハラ出典研兜所)37.12.8.受望月
原系を同一とするいわゆる高槻系イエバエといわれる系統の円にも,現在ではDDTにたいする感受
性に和迩のあることは滴下処FR法により明らかにされているが,散粉降下袋田法においてもはほ同様
の緋火を柑T:.また散粉降下波田法によってえられた時間致仰転率等薬包回帰直線の勾配とKT80と
の間にはflの相朗関係,すなわち薬剤抵抗性のものほど勾配がゆるやかになる幌向がみられた.
各地で農作物書出および相生召出の殺虫剤にたいす なされていち.昆虫が炎剤にたいして紙抗性である
る抵抗性が発達したという鞭LIEiが放近増加lしている. れ 感受性であるかは比校の間組であり,この検'/正の
そのため抵抗性害虫にたいする新しい防除法の研兜. ためには班準試験法の確立がなされるべき蛸 ま諭をま
あるいは新出英の合成が要求され,同時に基礎的なILg たない.現在牧山剤の有効度検定の方法には粒々のも
比として抵抗性の生物学的志益の光明も極々の両から のがあり,それぞれ長所知所を和し,適LL湖面をもっ
･&文の大要は,日本応用動物昆虫学会宛海支部井2回 ているが,なかでも滴下処理法 (topicalapplication
例会(Wi水)において讃抗した. method,以下滴下はとしるす)は,fl等密さと再現性の
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